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2９ 
こ
こ
に
報
告
す
る
女
性
週
刊
誌
の
分
析
に
先
だ
っ
て
、
一
つ
の
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
と
の
調
査
は
今
回
の
靭
例
研
究
に
問
題
を
継
続
さ
せ
て
お
り
、
と
く
に
そ
の
結
果
は
、
女
性
週
刊
誌
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
前
提
と
し
て
、
仮
説
部
分
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
論
に
入
る
前
に
、
こ
の
調
査
を
概
括
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
女
性
観
調
査
（
一
九
七
三
年
一
一
几
Ｉ
一
二
月
実
施
）
ｌ
現
代
女
性
の
抱
い
て
い
る
「
女
性
像
」
の
あ
り
力
を
、
当
時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あった浜尼突著列女の子の朕けふ｜型だ又社刊）の所論を質問紙に組み「そう思う」「そう思わない」の軸で反応を
調
べ
検
討
し
た
。
各
質
問
に
対
す
る
賛
否
を
な
ぞ
る
と
、
あ
る
傾
向
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
被
験
者
が
意
識
す
る
、
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
ｎ
分
自
身
に
対
す
る
質
問
に
投
影
さ
れ
た
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
群
と
し
て
Ｏ
Ｌ
、
主
婦
、
女
子
短
大
生
を
、
ま
た
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
と
し
て
男
子
学
生
の
サ
ン
プ
ル
を
設
定
し
た
。
以
下
そ
の
結
果
の
特
徴
を
、
か
な
り
ラ
フ
な
ス
ケ
ッ
チ
で
は
あ
る
が
列
記
し
て
み
る
。
前
提
女
性
週
刊
誌
の
社
会
心
理
学
的
分
析
危
谷
純
雄
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3０ 
Ｂ
Ａ
に
関
連
し
て
、
単
な
る
前
近
代
的
宿
命
論
（
身
分
と
し
て
の
女
性
の
地
位
）
に
対
す
る
傾
斜
ば
み
ら
れ
な
い
が
、
男
子
学
生
、
女子短大生の中に、「以心伝心」的な家イメージに回帰する傾向がみられる。慰安の場としての「家」と、反面その
中
で
の
女
性
の
精
神
的
強
さ
ｌ
男
の
支
え
と
し
て
の
「
女
性
像
」
を
み
て
い
る
。
Ｃ
近
代
的
契
約
関
係
の
巾
で
の
女
性
観
は
、
物
化
さ
れ
た
商
品
と
し
て
の
特
性
が
強
調
さ
れ
、
人
格
と
し
て
の
自
立
が
陰
蔽
さ
れ
る
。
人
間
関
係
を
と
り
結
ぶ
技
術
論
と
し
て
、
あ
る
い
は
結
婚
の
た
め
の
商
品
価
値
を
上
げ
る
手
段
と
し
て
強
調
さ
れ
る
。
Ｄ
家
の
イ
メ
１
ジ
は
、
Ｂ
の
結
果
に
雨
な
る
。
慰
安
の
場
と
し
て
の
家
。
そ
の
中
で
女
性
の
役
割
を
み
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｃ
の
結
果
を
引
き
つ
れ
、
家
で
の
人
間
関
係
は
「
人
格
」
と
し
て
の
出
合
い
（
摩
擦
）
を
避
け
る
よ
う
な
「
兄
ら
れ
る
（
観
賞
さ
れ
る
）
自
分
」
「
見
せ
る
自
分
」
と
い
う
物
と
し
て
の
表
層
の
関
係
と
し
て
把
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｅ
唯
一
積
極
的
意
味
で
の
「
女
性
」
評
価
は
、
家
庭
で
の
育
児
・
し
つ
け
に
関
し
て
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
も
、
女
性
の
職
分
を
家
庭
内
に
針
づ
け
し
た
上
で
、
育
児
・
し
つ
け
に
意
味
を
見
い
だ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
前
掲
の
内
容
と
矛
盾
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
質
問
紙
全
般
に
捗
っ
て
被
験
者
が
、
浜
尾
実
氏
の
意
見
に
賛
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
か
な
り
の
部
分
で
切
り
す
て
ら
れ
た
質
問
が
あ
る
。
し
か
し
、
調
森
結
果
の
特
徴
を
関
連
づ
け
て
考
え
る
と
、
著
者
の
基
本
的
考
え
と
か
な
り
一
致
す
る
部
分
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
質
問
が
（
し
た
が
っ
て
浜
尾
夷
氏
の
所
論
が
）
一
見
前
近
代
的
な
身
分
関
係
を
前
提
に
し
た
女
性
像
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
も
の
の
、
実
は
権
力
主
体
、
社
会
的
労
働
の
主
役
と
し
て
の
男
社
会
の
論
理
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
考
え
方
の
根
拠
は
、
近
代
的
常
識
を
い
う
ま
で
も
な
い
常
識
と
前
提
し
た
上
で
、
そ
れ
を
た
て
ま
え
と
し
て
の
”
女
性
の
本
性
”
と
し
て
す
り
か
え
て
し
ま
っ
て
い
る
所
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
「
女
性
は
感
性
的動物」と一一一一回ったときに、男性が蝿性的であるという意味を裏がわに内胞する。それは、一目してダーウィニズムが
到
達
し
た
、
生
物
学
主
義
的
論
拠
で
あ
り
、
適
者
生
存
と
い
う
社
会
構
造
の
反
映
で
あ
る
こ
と
を
自
明
な
こ
と
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
所
論
の
展
開
（
し
た
が
っ
て
質
問
）
が
、
｜
様
に
伝
統
的
家
の
倫
理
と
近
密
な
関
係
と
し
て
現
わ
れ
て
Ａ
｜
女
性
（
定
着
し
て
い
る
。
「
女
性
の
傾
性
」
を
規
定
す
る
病
命
論
（
と
く
に
生
物
学
主
義
的
な
諸
論
ｌ
素
質
論
）
が
男
女
差
な
く
、
か
な
り
の
広
が
り
で
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しの対よさ解采るろかづる嬰新にがてとよお
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ぃ残し｜ﾘ］てこさ解らも、いきざをかるいＩｂｌＩｉｆｌ：、
ろりたらいでせ折でし前を忍れ分つかたｌｉｉ］業同
のを意かろ回ろをあれこ教耐るけたち質を仮ＩＭｉ
爵僻澱鮒ゼダ脇：Ilji般血ｋＭｉゼ'く
るすのろに｜(リに、し。質べ心、とのなとうしと
．ろ皇問つのはｌｕ１か元間きですは『・い、とてれ
しと塞題い検い零しのＩこであみｉリの。ＩＤＩ誠、ら
たいのでて訓かを江．林はあるず能峡用然みＩＤ｜の
がう教は、をな(1)が科、ろこみでけ語に土蒋諭
;鱗;蝋鰍難縦:了縣紬吃,｝,ﾎﾟrljli漂像ｾﾞﾆﾎﾞ元柵;:率イ礫|iiiⅦ搬溌姉弍上i旅iiliI嚇姜猛鮭ｉｉ瀦賎：fjIIi{i瀬とｗ(：i;lj洲鮒聯11灘1$！｝意腱な穰浜''ド封１Ｍ'つ後に２，#世柵１１Ｗ:脇幽ボ灘６鰍？洗か州&岐懲わにと,ＩＭＬ:;鯰鰯:#銀蝿蕊鵡;ｉｉぞ肝雛k肘'113脈“鮭且Ｍ１肝服く師；駅i僻jlilWi?めの搬近'ii'ろ巌？瀧酬蘭1ｉｗｌ１ｆ１ｌｉ輝鵬＃密、ゆず〈近、でにこ、てをおい近脂せ緒|iii;川、箙搬i騨鞠lliとのら以吟常刀に判質近に櫛あ入る擬あｌとにiWli繊繊織峨il：近にふ社こてｌ１Ｉでせ界たい）!'（のつ、に介すと代抵る会と進麺、てで。青さ子て材混湖るい性化さにで｛l〈を結いあし蛙れに、科乱しこう
Hosei University Repository
3２ 
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
明
治
以
来
一
○
○
年
余
の
日
本
近
代
の
軌
跡
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
、
肢
も
現
代
的
な
考
え
方
で
あ
る
と
い
え
る
。
前
近
代
的
な
女
性
の
社
会
的
朏
鰹
は
す
で
に
耐
失
し
、
思
想
体
系
や
、
あ
る
い
は
意
識
下
に
沈
澱
し
た
信
念
体
系
に
旧
態
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
は
、
そ
れ
な
り
に
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
が
発
現
さ
れ
、
現
代
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
労
え
る
と
、
現
実
と
意
識
の
乖
離
、
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
を
保
障
し
て
い
る
社
会
的
於
雛
と
密
接
な
巡
閲
を
持
っ
て
お
り
、
一
見
前近代的論拠とみえる意見が、近代的・資本主義的な価値意識に根拠をもっている。
前
提
が
長
く
な
っ
た
の
で
．
こ
の
調
査
結
果
の
記
述
は
と
の
へ
ん
で
止
め
て
お
く
が
、
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
仮
説
と
い
う
に
は
ま
だ
煮
つ
ま
り
き
れ
て
は
い
な
い
が
、
今
回
の
研
究
の
前
提
部
分
を
な
し
て
い
る
。
前
回
の
調
査
結
果
を
、
七
三
年
時
点
に
お
け
る
女
性
観
の
主
導
的
な
現
わ
れ
と
前
提
し
た
上
で
、
｜
、
女
性
観
を
支
え
て
い
る
価
値
軸
を
、
時
間
の
経
過
に
そ
っ
て
相
対
化
す
る
中
で
、
今
日
的
特
徴
を
把
え
る
。
注
一
著
者
は
元
東
宮
侍
従
、
良
太
子
、
浩
宮
、
礼
宮
の
鍵
育
係
を
務
め
る
。
水
著
は
退
官
後
す
ぐ
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、
皇
室
教
育
の
一
般
向
け
と
い
う
体
裁
・
内
海
を
も
つ
。
前
書
を
み
る
と
「
女
の
子
を
育
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
両
親
…
一
…
結
婚
生
活
を
目
前
に
ひ
か
え
て
い
る
お嬢さん、そして女学生のみなさんに読んでいただきたい……』となっている。
注
二
質
問
は
、
女
性
像
に
言
及
し
て
い
る
項
目
か
ら
、
原
文
ま
た
は
意
味
に
変
更
が
な
い
程
度
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
セ
ン
テ
ン
ス
瓦
三
を
選
ん
だ
。
注
三
こ
の
分
頚
指
標
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｔ
（
一
一
○
騨
法
）
の
分
肝
の
た
め
の
指
標
で
、
テ
ス
ト
そ
の
も
の
は
【
目
ロ
（
】
の
、
←
）
ら
に
よ
っ
て
Ｍ
発
さ
れた。それを、我われは、己、災、、社会意識およびそれらの相皿関係を明らかにするためのものとして作りかえた。
分
化
と
は
、
対
象
の
規
定
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
対
象
そ
の
も
の
の
眺
質
を
客
観
的
に
怖
き
だ
し
た
記
述
で
あ
る
。
米
分
化
は
、
対
象
の
規
定
が
弱
く
、
修
飾
的
、
心
愉
的
な
も
の
で
あ
る
。
二
、
女
性
週
刊
誌
分
析
の
Ⅱ
的
と
手
続
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３３ 
記事分類指標（ジャンルの特徴）
らかにす麺・一・注二
二
、
と
く
に
六
○
年
代
初
頭
か
ら
、
今
日
に
到
る
女
性
像
の
軌
跡
を
、
女
性
週
刊
誌
の
報
道
量
・
内
容
の
変
遷
を
手
が
か
り
に
し
て
明
政治・経済･…･…………･……･新聞の一二面に当る。
社会面….…….………………･事件記事（三面記事)，事件を手がかりの
仮名記事（実話小説風)。
トピックス……………………･事件をコラム風にコラージュした記事。
ルポルタージュ….……………社会･性の強い事件をドキュメントした記事
（署名入り記事が多い)。
皇室……..……………….…･外国の皇室記事は含まず（ゴシップに入る)･
芸能，ゴシップ……….….….､芸能人に関連した記事全てを含む（ＴＶ欄
にあっても,番組案内以外はここに含む｡占い，
身の上相談の項でも芸能人対象の記事を含む゜
暮し…･………･…･…･………生h1R・家庭に近密な政治・経済記事（例え
ば，物価，公害など）
おしゃれ，ファッション..….衣服'装身具'化粧品など(作り方の仕様がつ
いているものは,実用記事のジャンルに入る）･
手芸．料理．ショッピング….家庭経済の中で，生活を実現させるために
必要だと思われる必需品への嗜好記事。
作法・マナー…………･………おけいこごと，式礼，テーブルマナー，人
とのつき合い術。
男・セックス
女・生き方
結婚
旅行．レジャー.………………グラビアの風景記事，たべ歩き記事を含む。
映画・ＴＶ・演劇
マンガ，小説
占い，身の上相談
広告
その他
1． 
２． 
３
４
 
●
●
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３４ 
対
象
週
刊
女
性
’
一
九
六
一
年
’
七
四
年
ま
で
の
一
四
年
間
に
つ
き
、
名
作
ご
と
に
一
几
三
几
七
凡
一
○
月
、
一
二
周
（
名
シ
ー
ズ
ン
の
特
徴
が
よ
く
で
て
い
る
と
思
わ
れ
る
月
を
選
択
）
の
中
か
ら
各
々
ラ
ン
ダ
ム
に
五
冊
抽
出
。
た
だ
し
該
当
月
が
久
号
の
場
合
、
前
後
の
月
に
ふ
り
か
え
た
。
ま
た
、
そ
れ
も
欠
号
の
場
合
に
は
サ
ン
プ
ル
か
ら
は
ず
し
た
。
三
川
以
下
の
サ
ン
プ
ル
で
処
理
し
た
年
は
、
六一年二冊、六一一年一冊、六一一一年三Ⅲ、七四年一冊である。サンプル総数五四。
方
法
》
週
刊
誌
を
一
九
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
、
ペ
ー
ジ
数
を
カ
ウ
ン
ト
。
そ
の
比
を
時
系
列
に
比
較
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ャ
ン
ル
比
の
分
布
の
変
動
点
、
お
よ
び
社
会
的
変
動
を
節
に
記
事
内
容
の
分
析
を
す
る
。
量
的
比
較
は
原
則
と
し
て
年
平
均
の
数
字
を
使
用
。
注一女桃週刊誌の発刊は、一九五七年二月『週刊女性』から始まり、五八年十二月『女惟月面ごと続き、今日の女性週刊
誌の二本柱になっている。それまでの女性向誌は、主に月刊であり、五○年代後半から六○年代にかけて、これら週Ⅱ
謎
が
量
的
に
女
性
を
対
象
に
し
た
主
要
メ
デ
ィ
ア
に
な
っ
て
い
く
。
ち
一
な
み
に
、
五
八
年
’
五
九
年
は
、
い
わ
ゆ
る
週
刊
誌
ブ
ー
ム
が
お
と
ず
れ
、
そ
れ
ま
で
の
新
聞
社
系
の
週
刊
誌
に
対
し
て
、
雑
誌
社
系
の
週
刊
誌
が
、
今
ま
で
と
ち
が
っ
た
内
容
を
盛
り
こ
み
発
刊
が
続
く
。
『
週
刊新制』をかわきりに『週刊現代』『週刊文左竺『週刊平凡』『週刊時事』『週刊公杢聖『週刊明圧』『少年マガジこ
「少年サンデ』『週刊ベースボール』『週刊大衆』などがこの時期に集中する。
注二今回の分析は、｜応マス・メデァ分肝の手法をかりておこなわれるが、その目的は、女雌週刊誌に現われた（表わされ
た）女性像の典型を、時系列に検討しながら抽出することにある。したがって、その意味を解脈するにあたって、記覗
最の変遷を手がかりにすると同時に、六○年代の社会状況の節を事前に検討し、それとの関連で見ていく〆）とになる。
そ
の
た
め
、
「
風
俗
」
「
政
治
・
経
済
」
「
教
育
」
な
ど
の
年
布
を
作
成
し
て
い
る
。
（
ス
ペ
ー
ス
の
郎
谷
で
省
略
）
前
回
と
の
調
査
の
関
連
で
い
え
ば
、
社
会
意
識
（
と
く
に
女
性
観
に
つ
い
て
）
は
、
受
け
手
に
投
映
さ
れ
た
、
情
繍
系
に
依
存
す
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
意
識
の
規
定
要
因
と
し
て
の
マ
ス
・
メ
デ
ァ
の
分
脈
と
い
う
関
係
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
に
あ
ま
り
注
意
を
は
ら
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
マ
ス
・
メ
デ
ア
（
報
道
）
分
怖
の
手
法
が
、
受
け
手
の
受
け
内
枩
に
対
す
る
メ
デ
ア
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
問
題
に
さ
れ
、
量
的
変
数
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
の
客
観
的
方
法
が
、
反
而
、
結
果
の
現
象
的
記
述
に
終
っ
て
し
ま
い
、
問
題
鰯
域
と
調
査
者
と
の
価
値
的
な
連
関
を
切
断
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
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Table１．平均ページ政とｲlillIIの(111び率
、■呵囮■■呵回
皿皿■■
総
ペ
ー
ジ
数
の
推
移
一
四
年
間
の
総
ペ
ー
ジ
の
変
化
を
み
る
と
、
庇
線
的
な
聴
加
傾
向
で
は
な
く
、
か
な
り
の
振
巾
が
み
ら
れ
る
。
六
一
年
を
一
○
○
と
す
る
と
大
江
年
一
几
三
と
、
こ
の
Ｋ
年
間
で
急
激
な
ペ
ー
ジ
畑がみられろ。六六年から六几年までは墹城傾向は小さく、七○年になり一八三と、
ページ数を一一年で二併弱にしている。七○年以降また枇ぱいの状態が続く。全休
では、六四、五年での急噛、七○年をはさんで三区分されるようにみえる。ちなみ
に、週刊誌の価格をみると、六一年四○円、六五年六○円、六八年八○円、七○年
几
○
円
、
七
四
年
一
三
○
円
と
な
っ
て
い
る
。
女性週刊誌の特色は表紙に現われている。発刊当時は、表紙に外人モデルを使い、
カ
ラ
フ
ル
な
形
態
で
視
覚
的
印
象
を
強
く
し
て
い
る
。
た
だ
一
四
年
間
を
通
覧
す
る
と
、
傾
向
は
意
外
と
不
統
一
で
、
表
紙
に
モ
デ
ル
を
使
う
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
が
、
外
国
人
か
ら
日
本
人
に
な
っ
た
り
、
一
人
か
ら
波
数
に
な
っ
た
り
、
ス
タ
ー
に
な
っ
た
り
し
て
、
か
な
り
そ
れ
が
頻
繁
に
交
た
い
し
て
い
る
。
そ
こ
で
視
覚
的
印
象
（
ハ
デ
さ
）
を
計
る
指
標
と
し
て
グ
ラ
ビ
ア
風
を
見
て
み
た
。
グ
ラ
ビ
ア
は、週刊誌の前後と中間にあり、広併、写典紀斬がその中心である。ページ比は、
の
研
究
を
獅
例
研
究
ル
ー
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
メ
デ
ア
分
析
の
乎
眺
の
介
部
を
行
だ
す
ふ
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
を
手
が
か
り
に
し
て
、
対
玖
に
せ
ま
る
必
挫
が
あ
る
⑳
そ
の
怠
味
で
今
川
も
そ
の
〃
法
を
か
り
て
い
る
。
「
グ
ラ
ビ
ア
」
ペ
ー
ジ
の
推
移
三
週
刊
誌
の
紀
輌
蛾
の
変
遷
ｉｌｉ 6１ 6２ 6３ 6,1 6５ 6６ 6７ 
平均ページ蚊 1２０ 1３１ 1６３ １７８ １８`Ｉ 1６６ 1７１ 
(I|’び率 100 109 1３６ l`1８ 1５３ 1３８ 1４３ 
年 6８ 6９ 7０ 7１ 7２ 7３ 7`Ｉ 
平均ページ数 1７４ 1８５ ２１９ 2０６ 2０３ ２１１ ２１８ 
(I|’び率 1４５ 1５４ 1８３ １７２ 1６９ 1７６ 1８２ 
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六一年から七四年までほぼ三割前後であまり変化がない。
た
だ
、
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
比
を
求
め
る
と
、
六
六
年
一
五
％
、
六
七
年
二
五
％
と
な
り
、
こ
こ
を
境に二判強がカラーページにさかれ七四年まで続く。しかし、全休として雌的推移
は思ったほど大きな動きはないが、総ページの三割を「読む記事」よりも「視る記
瓢」にさいていることはみのがせない。女性週刊誌の特色をよく現わしているとい
えよう。
グラビア中の記事・広告比は、六一年六一％“一一一九％、六ｎ年七三％叩二七％、
六八年六五％叩三五％、七○年六二％叩三八影、七一一一年五五＄卯四五％とそれぞれ
記瓢比が高いが、微少ではあるが記事比は減少する傾向にある・
犯靭グラビアの中で、ページ数を多くさいているものは、六一年では一位にスタ
ー記事（四九％）、二位旅・レジャー（二八％）。六五年スター（四○％）、ファッ
ション（一一五％）、旅・レジャー（一四％）。七○年スター（五二％）、ファッシ
ョン（七％）。七三年スター五○％）、ファッション（一七％）という順になる。
こうみるとグラビァページの主要記事は（数吐的に増減はあるが）スターの記靭で
ある。とくにこれが女性週刊誌の顔であり、売りものであることが分かる。次い
で、ファッション、旅行、レジャー記瓢が入る。数字は一様ではないが、他に料
理。手芸・美容などが比較的高い。芙存記瓢をファッションに含めると、》コシップ
に述なるスター記事をトップに、まん中にファッション・美容、旅行・レジャー記
事をはさみ、次いで料理・手芸など家庭生活に近接する実川記事という三つの柱が
み
え
、
女
性
週
刊
誌
の
記
事
内
容
の
典
型
が
、
そ
の
顔
と
い
う
べ
き
グ
ラ
ビ
ア
の
中
に
現
わ
れ
て
いる。
年 6１ 6２ 6３ 6４ 6５ 6６ 6７ 
グラビア ３２．１ 3６．７ ２２．７ ２７．２ ３４．８ ３２．７ ３８．５ 
力 フ 6.2 1５．３ 1３．５ 1０．３ 1４．７ 152 ２４．６ 
ｲ'三 6８ 6９ 7０ 7１ 7２ 7３ 7４ 
グラﾋﾞｱ ３２．１ ３０．８ ３４．５ ３０．１ ２９．９ ３１．５ ３２．４ 
力 フ ２１．６ ２０．４ ２３．２ ２２３ ２１．４ 22.0 ２３．９ 
(ノマー-12ソト〕
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ジ
ャ
ン
ル
間
の
関
連
と
そ
の
記
事
量
の
推
移
前掲の一九の記事分類指標にしたがって、年毎に全ページを分類し、その変遷をみると次のような特徴が現われろ。
六一年では、「広告」比がトップで二二％。次いで「芸能・ゴシップ」一五％、「マンガ・小説」一一％、「手芸
・料皿・ショッピング（突川紀瓢）」一○％、「旅行・レジャー」九％である。これを七三年と比較すると「広併」
と「芸能・ゴシップ」の順位が逆転する。それぞれ二一％、二二％である。次いで「マンガ・小説」一一一％・順位に
入れかわりがあるものの、この一一一領域の量比は拮抗しており、全休の六三％をも占めている。六一年時点では、との
一一一領域の占める割合は四八％である。
このことから、六一年では記事雌の多少はあるが、各ジャンルに分散していたといえよう。七三年では、以上の三
つ
に
続
き
「
手
芸
・
料
剛
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
が
み
ら
れ
る
。
時系列にみると、「芸能・ゴシップ」と「広告」比が反転するのは、一九六五年からである。それ以降、割合は拮
抗しながら七四年まで続く。「実用記事」は年による増減を無視すると、平均的に四あるいは五番目に位置し恒常的
に女性週刊誌の中に定着しているといえよう。（ただし、その内容には、かなりの変化がみられる八後述Ｖ）
も
う
少
し
年
に
そ
っ
て
傾
向
を
み
る
と
、
六
五
年
で
は
、
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
一
九
％
、
「
広
告
」
一
八
％
、
「
お
し
ゃ
れ
・
フ
ァ
ッション」一一％、「旅行・レジャー」九％、「実用記事」九％の順になる。この頃まで記事量は、「芸能・ゴシッ
プ」「広告」以外のものの割合が比較的高い。とくに、「手芸・料理・ショッピング（実用記事）」「旅行・レジャ
ー」「おしゃれ・ファッショこなど生活に役立つような、実用的側面が強い記瓢が多いといえる八後述Ｖ・
六八年は、それ以前の傾向に似ているが、ただ「マンガ・小説」の比が高くなっている。これは、この年から女性
週刊誌にはじめて劇画が登場したからである。これ以後、劇画の占める比が墹大し、同時に「芸能・ゴシップ」「広
告」の割合も上昇する。他のジャンルの割合は漸減の傾向をみせる。
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(パーセント）Table３． 
ＦｉｇＬ 
､６１ 065 '6８’7０ ７３(年）
２３０噸
婆能・
ゴシップ
２２３tもＩ
広 告
マンガ・
小蝋 鋤＝手英・料鹿(喪川紀１９
族行
レジャー
おしゃれ・
ファンション Ｉ 
そのｎｋ
年 ６１ 6５ 6８ 7０ ７３ 
政治・経済 Ｌ５ 0.0 0.3 0.0 0.0 
社会面 3.7 ２３ 6.8 2.9 3.7 
トピックス 2.4 ＬＯ 1.7 1.5 0.0 
ルポ 1.5 ２８ 0.4 1.0 ０．０ 
暮し 0.0 ００ ０．５ 0.0 0.0 
作法マナー 0.0 ００ Ｌ１ Ｌ６ 
男・セックス 1.4 5.5 4.3 2.0 1.7 
女・生き方 3.8 1４ 0.5 0.0 0.7 
結蛎 2０ 2.1 1.1 ０７ 3.1 
小 計 7２ 9０ 7.0 4.3 5.5 
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Ｂ
お
し
ゃ
れ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
美
容
こ
の
傾
城
は
、
予
想
と
巡
っ
て
六
六
年
～
六
七
年
に
か
け
て
減
少
し
、
七
○
年
を
底
に
上
昇
し
て
い
る
と
は
い
え
、
全
休
と
し
て
は
下
降
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
、
年
々
「
お
し
ゃ
れ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
美
容
」
は
、
妃
ジ
ャ
ン
ル
別
の
特
徴
Ａ
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
六
一
年
か
ら
七
一
年
ま
で
急
激
な
ペ
ー
ジ
燗
が
み
ら
れ
、
一
五
＄
↓
二
九
％
と
な
る
。
七
一
年
を
境
に
七
四
年
には↓一八％と下降する。この領域のピークは、六七年～七三年までが目立ち二○％を越えている。
七
一
年
ま
で
の
急
増
は
、
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
比
を
下
降
さ
せ
、
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
欄
に
吸
収
し
て
い
る
。
と
く
に
「
男
・
セ
ッ
クス」「女・生き方」「結妬」の計をみると、七一年まで下降しており「芸能・ゴシップ」に机対している。この紀
鞭趾（比）の墹人は、６じどおりゴシップ、スター紀珈の哨大であり、報道の雌洲は変化がないようにみえる。
他のジャンルの吸収の例では、「夫婦の対談」という棚が、芸能人夫婦に移行したり「新蛎日記」の棚が一般読者
か
ら
、
こ
れ
も
有
名
人
に
移
っ
て
い
る
よ
う
に
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
代
替
し
て
い
く
傾
向
に
な
る
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
を
中
心
と
し
た
有名人紀駆の堪加もみのがせない。
女
性
週
刊
誌
の
中
で
肢
も
あ
つ
か
い
の
少
い
賦
域
は
、
「
政
治
・
経
済
」
「
社
会
面
」
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
こ
な
ど
の社会性の強い記事である。いわゆる新聞の一面、二、三ｍにあたる部分はないに等しい。また、紀瓢としては似て
い
る
「
縁
し
」
に
つ
い
て
も
少
い
。
「
篠
し
」
記
事
は
、
単
に
社
会
的
記
事
と
い
う
よ
り
、
台
所
・
家
庭
と
直
結
し
て
い
る
も
の
と
し
て
見
通
し
を
た
て
た
の
だ
が
、
意
外
で
あ
る
。
「
社
会
伽
」
が
若
干
割
合
が
高
い
の
は
躯
件
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ノ
ベ
ル
を
付
け
加
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
比
絞
的
女
性
週
刊
誌
の
中
心
を
な
す
と
推
測
さ
れ
た
「
作
法
・
マ
ナ
ー
」
「
男
・
セ
ッ
ク
ス
」
「
女
・
生
き
方
」
「
結
婚
」
に
つ
い
て
も
割
合
が
低
い
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
正
価
に
す
え
た
記
事
が
少
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
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ｌ
れ
る
こ
と
に
す
る
。
）
４
 
Ｄ
男
・
セ
ッ
ク
ス
、
女
・
生
き
方
、
結
婚
と
の
項
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
女
性
週
刊
誌
と
い
う
性
格
か
ら
す
る
と
少
い
と
い
え
る
。
「男・セックス」「女・生き方」は、通覧すると非迎続で、ある月の特集として組まれていることが多い。それに対
し
て
「
結
婿
」
記
事
は
、
わ
り
と
長
川
な
特
集
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
お
り
、
趾
と
し
て
は
小
さ
い
が
連
続
し
記
載
頻
度
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
（
以
下
「
政
治
・
経
済
」
「
社
会
面
」
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ご
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
「
暮
し
」
「
手
芸
・
料
理
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
コ
ン
ガ
・
劇
阿
・
小
説
」
の
項
目
に
つ
い
て
の
杜
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
、
枚
数
の
祁
合
で
行
路
す
る
が
、
次
の
章
で
そ
の
内
容
に
ふ
０
皇
室
女
性
週
刊
誌
の
セ
ー
ル
ス
・
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
「
皇
室
」
記
事
は
、
六
四
年
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
し
続
け
、
七
○
年
代
に
入
っ
て
微
少
な
記
砺
倣
と
な
る
。
も
は
や
、
女
性
週
刊
誌
に
と
っ
て
主
要
な
記
瓢
に
な
っ
て
い
な
い
。
六
四
年
の
山
は
、
〃
義
宮
〃
の
結
蛎
紀
瓢
に
よ
る
。
た
だ
、
城
少
し
た
と
い
っ
て
も
、
七
○
年
ま
で
は
、
サ
ン
プ
ル
巾
一
ケ
月
を
除
く
月
全
部
に
記
瓢
が
あ
り
、
頻
度
が
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
紀
紋
執
度
も
城
少
し
、
紀
瓢
よ
り
も
グ
ラ
ビ
ア
あ
つ
か
い
が
相
対
的
に
噌
加
す
る
。
八
三
％
）
（
七
四
年
記
六
影
、
グ
ｈ
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
グ
ラ
ビ
ア
中
の
、
こ
の
緬
域
の
広
告
の
上
昇
が
、
年
々
の
下
降
を
補
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
前
提
で
調
べ
る
と
、
そ
う
で
も
な
く
広
告
比
は
一
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
通
覧
す
る
と
、
「
お
し
ゃ
れ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
紀
蛎
は
、
女
性
週
刊
誌
の
王
典
な
倣
域
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
む
し
ろ
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。
迩
断
は
出
来
な
い
が
、
女
性
向
雑
誌
の
専
門
化
が
、
こ
の
結
果
の
回
答
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
邪
の
中
よ
り
も
グ
ラ
ビ
ア
に
比
肛
を
移
し
て
い
る
。
と
く
に
七
○
年
以
降
は
、
グ
ラ
ビ
ア
を
中
心
に
紀
收
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
六
一
年
妃
四
二
％
、
グ
五
八
％
）
（
六
五
年
紀
一
一
一
五
％
、
グ
六
五
％
）
（
六
一
年
紀
二
四
％
、
グ
七
六
％
）
（
七
○
年
記
一
七
％
、
グ
八三％）（七四年記六影、グ九四％）。この傾向は、紀邪比の高い六六年頃には〃実用記事〃に近く、それ以降視覚
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こ
こ
で
は
、
前
段
で
分
析
し
た
女
性
週
刊
誌
の
記
事
雌
の
変
動
を
手
掛
り
に
し
て
、
記
事
の
内
容
に
現
わ
れ
た
〃
女
性
像
〃
を
伽
り
起
し
、
そ
れ
を
さ
さ
え
て
い
る
女
性
観
を
検
討
す
る
。
だ
が
ひ
と
ま
ず
、
内
容
に
た
ち
入
る
前
に
、
女
性
週
刊
誌
全
休
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
特
徴
を
時
間
軸
に
そ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
数
字
か
ら
み
る
と
、
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
棚
の
蝋
加
が
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
減
少
と
見
合
っ
て
お
り
、
多
様
な
怖
報
が
け
ず
ら
れ
、
特
色
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
特
色
だ
と
い
え
ば
、
そ
う
い
え
な
い
と
と
も
な
い
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
が
容
易
に
前
提
に
す
る
こ
と
の
出
来
る
「
お
し
ゃ
れ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
「
美
容
」
な
ど
の
女
性
向
の
話
題
は
増
加
せ
ず
、
む
し
ろ
減
っ
て
い
る
し
、
「
手
芸
・
料
理
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」
な
ど
の
突
川
的
（
家
庭
生
活
に
あ
る
意
味
で
役
血
つ
）
紀
邪
も
影
が
う
す
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
結
幡
」
「
女
・
生
き
方
」
「
男
・
セ
ッ
ク
ス
」
記
瓢
は
、
内
容
は
と
に
か
く
数
鼠
的
に
は
週
刊
誌
の
亟
要
な
部
分
で
は
な
い
と
い
っ
て
い
い
。
こ
こ
で
週
刊
誌
編
集
の
方
向
性
や
出
版
界
の
事
情
な
ど
に
つ
い
て
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
女
性
週
刊
誌
の
記
事
の
特
殊
性
と
し
て
選
択
し
た
ジ
ャ
ン
ル
が
、
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
棚
に
吸
収
し
て
い
く
に
は
、
一
定
の
外
的
な
状
況
と
兇
合
っ
て
い
る
こ
と
は
兇
の
が
せ
な
い
。
内
容
の
変
化
（
あ
つ
か
わ
れ
〃
）
も
、
も
ち
ろ
ん
政
喫
で
は
あ
る
が
、
と
く
に
「
皇
塞
」
記
瓢
は
、
一
九五九年の「皇太子結婚」を頂点に、女性週刊の主要部分を占めていたものが、「常陸宮の結婚」から以降漸減してい
る
。
論
調
の
変
遷
を
み
な
け
れ
ば
十
分
で
は
な
い
が
、
皇
案
の
「
結
蛎
」
か
ら
「
出
雌
」
「
育
児
」
の
順
に
話
題
が
転
換
し
、
次
第
に
中
心
的
な
話
題
が
ぼ
け
て
い
く
に
つ
れ
て
趾
も
減
少
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
と
反
比
例
し
て
い
く
こ
と
の
一
つ
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
皇
室
記
事
の
状
況
と
の
係
り
は
そ
れ
ほ
ど
直
接
的
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
重
要
な
登
場
の
仕
方
を
み
せ
て
い
る
（
後
述
）
。
も
っ
と
も
端
的
に
係
り
を
み
せ
て
い
る
と
魁
わ
れ
る
項
目
に
、
「
政
治
・
維
済
」
「
社
会
面
」
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ク
ご
「
拝
し
」
が
あ
る
。
「
暮
し
」
を
別
に
す
れ
ば
他
は
、
女
性
週
刊
誌
の
主
要
な
内
容
を
占
め
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
う
な
ず
け
る
が
、
六
○
年
代
初
頭
に
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
比
較
的
兄
う
け
ら
れ
た
。
六
五
年
以
前
で
は
、
例
え
ば
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
に
六
一
年
二
月
四
内
容
分
折
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こ
の
よ
う
に
、
ま
だ
六
○
年
代
前
半
ま
で
は
、
「
政
治
・
経
済
」
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
こ
「
社
会
面
」
で
も
女
性
週
刊
誌
に
顔
を
だ
す
予
地
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
社
会
的
広
が
り
、
生
活
と
の
関
述
を
あ
る
程
度
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
分
析
の
対
象
外
で
は
あ
る
が
、
女
性
週
刊
誌
発
刊
の
意
図
が
、
月
刊
婦
人
向
誌
と
迷
っ
た
特
徴
を
持
一
っ
て
出
現
し
た
の
は
、
そ
の
点
に
あ
っ
た
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
み
る
と
、
六
五
年
前
後
を
一
つ
の
凧
折
点
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
全
休
の
ペ
ー
ジ
数
の
推
移
や
、
ジ
ャ
ン
ル
の
分
布
郡
を
み
る
と
七
○
年
に
も
う
一
つ
の
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
七
○
年
Ⅱ
後
の
屈
折は、先ほどから「芸能・ゴシップ」の哨大を強調しすぎたかもしれないが、との項目の下降と、「おしゃれ・ファ
ッション」「男・セックス、女。生き力、結幡」の上昇として現われている。ただし、この傾向は、叩なる噌減では
な
く
、
「
男
・
セ
ッ
ク
ス
、
女
。
生
き
〃
、
結
婿
」
が
、
あ
る
月
に
比
較
的
量
の
多
い
特
集
を
組
む
こ
と
に
原
因
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
休
の
比
率
変
動
が
大
き
く
み
え
る
。
だ
が
そ
れ
が
七
○
年
代
の
特
徴
の
一
つ
だ
と
言
え
な
い
と
と
も
な
い
。
同
じ
企
画
の
連
載
が
減
り
、
月
々
に
よ
っ
て
述
う
特
災
紀
耶
を
組
む
。
緬
川
の
見
通
し
に
よ
る
妃
羽
編
成
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？
と
す
れ
ば
、
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
に
性
絡
が
非
常
に
似
て
く
る
。
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
モ
ー
ド
化
の
現
象
で
あ
る
。
『
異
境
ド
ミ
ー
ー
カ
に
移
民
の
夢
や
ぶ
れ
て
』
、
六
二
年
六
月
『
死
を
み
つ
め
て
耐
の
水
峨
に
一
○
日
間
』
、
六
五
年
一
○
月
『
あ
な
た
の
異
常
川
雌
の
危
険
率
、
か
よ
ち
ゃ
ん
一
七
才
柿
岬
の
両
が
』
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
仙
的
に
は
小
さ
い
が
紀
赦
頻
庇
が
商
い
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
六
六
年
、
そ
れ
以
降
ほ
と
ん
ど
で
て
こ
な
い
。
ま
た
出
現
し
て
も
、
七
○
年
「
（
新
述
城
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ご
州
州
川
紐
子
の
柵
呰
』
と
か
『
一
四
ケ
月
の
胎
児
が
お
腹
の
中
か
ら
け
親
と
会
話
』
な
ど
と
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル
で
い
て
ま
た
猟
奇
的
色
彩
が
強
い
。
い
わ
ば
ゴ
シ
ッ
プ
め
い
て
く
る
の
で
あ
る
。
「
社
会
伽
」
も
同
様
に
、
六
瓜
年
を
境
に
、
た
と
え
ば
七
○
年
か
ら
『
事
件
の
中
の
女
性
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
実
話
小
説
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
記
事
が
は
じ
ま
り
、
そ
れ
以
後
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
「
郷
し
」
記
躯
も
、
六
二
年
に
は
『
生
活
科
学
レ
ポ
ー
ト
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
『
暇
か
な
食
卓
が
で
き
な
い
ｌ
物
価
商
か
ら
く
ら
し
を守る三つの秘決」などという紀邪がみられる。六四年『人生の背堺典をあなたの手で、川中まり子さんの銀行レポ，一
な
ど
生
活
紀
邪
の
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
六
五
年
以
降
な
く
な
る
。
七
○
年
代
の
生
活
破
壊
の
状
況
は
、
女
性
週
刊
誌
に
一
向
反
映
さ
れ
ろ
様
子
が
な
い
。
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数
字
は
あ
げ
て
な
い
が
「
旅
・
レ
ジ
ャ
ー
」
記
事
は
、
六
○
年
代
前
半
で
は
、
地
図
や
ル
ー
ト
ま
で
示
し
た
実
用
的
な
様
子
で
あ
っ
た
の
が
、
と
の
期
に
な
る
と
、
グ
ラ
ビ
ア
に
移
動
し
て
き
て
、
内
容
も
、
写
真
組
み
の
〃
外
国
の
風
景
〃
で
あ
っ
た
り
〃
街
並
み
〃
で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
す
で
に
六
七
・
八
年
か
ら
現
わ
れ
て
い
る
。
六
七
年
か
ら
〃
家
〃
づ
く
り
の
記
事
が
始
ま
る
が
、
七
一
年
に
は
そ
れ
に
〃
イ
ン
テ
リ
ア
〃
記
事
が
グ
ラ
ビ
ア
で
加
わ
る
。
ま
た
、
「
料
理
」
が
六
七
年
か
ら
〃
ク
ッ
キ
ン
グ
・
カ
ー
ド
〃
と
い
う
体
裁
を
と
り
グ
ラ
ビ
ア
で
幾
場
し
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
七
○
年
の
変
化
は
、
情
報
が
視
覚
化
し
て
く
る
と
同
時
に
、
ジ
ャ
ン
ル
の
集
中
が
み
ら
れ
る
。
（
こ
れ
は
、
六
○
年
代
後
半から続く）《》それでありながら、その中で月々の記事の連係が不ぞろいで分散しているのが特徴だと言えよう。
通
覧
す
る
と
、
六
漉
年
ま
で
は
、
高
度
経
済
成
長
と
い
わ
れ
た
上
昇
期
に
あ
た
り
六
○
年
後
半
で
次
第
に
そ
の
破
た
ん
が
鰯
呈
し
は
じ
め
、
七
○
年
代
に
蕊
っ
て
破
た
ん
が
確
実
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
い
わ
ゆ
る
不
況
の
年
代
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
の
節
が
、
週
刊
誌
変
化
と
符
合
し
て
い
る
。
以
上
の
言
い
方
は
、
非
常
に
荒
っ
ぽ
い
規
定
の
仕
方
で
は
あ
る
が
、
も
う
一
つ
つ
っ
こ
ん
で
内
容
に
立
至
る
と
例
え
ば
、
高
度
経
済
成
長
が
、
〃
人
づ
く
り
〃
で
あ
っ
た
り
〃
マ
イ
・
ホ
ー
ム
主
義
〃
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
六
○
年
後
半
に
は
〃
共
働
き
〃
が
〃
モ
ー
レ
ッ
社
員
〃
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
的
状
況
の
、
そ
し
て
、
そ
の
変
動
の
大
き
さ
が
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
怠
味
づ
け
は
こ
れ
ま
で
に
す
る
。
次
節
で
紀
珊
内
秤
に
ふ
れ
な
が
ら
再
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
外
的
状
況
と
の
関
わ
り
は
、
一
義
的
で
直
線
的
で
あ
る
な
ど
と
は
毛
頭
考
え
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
六
五
年
の
劇
画
の
ブ
ー
ム
は
、
女
性
週
刊
誌
に
は
三
年
お
く
れ
て
や
っ
て
く
る
。
六
八
年
か
ら
は
じ
め
て
劇
脚
が
載
る
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
と
の
タ
イ
ム
・
ラグをみても、送り手と受け手の関係によって修正、補正されている。
ジ
ャ
ン
ル
別
内
容
手
続
叩
女
性
週
刊
誌
の
量
分
析
の
結
果
か
ら
、
記
事
鼠
の
屈
折
点
と
思
わ
れ
る
年
お
よ
び
そ
の
前
後
、
全
五
年
を
選
び
、
各
年
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
一
冊
ず
つ
抽
出
す
る
。
選
択
年
は
、
六
一
年
、
六
五
年
、
六
七
年
、
七
○
年
、
七
四
年
で
あ
る
。
な
お
、
記
事
に
よ
っ
て
は
、
一
四
年
間
に
わ
た
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
抽
出
年
に
紀
軟
が
み
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
、
分
析
記
事
の
特
徴
に
よ
っ
て
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六
六
年
か
ら
七
三
年
を
通
覧
す
る
と
、
悩
み
は
一
貫
し
て
〃
結
婿
〃
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
六
六
年
で
は
、
と
の
『
わ
が
愛
の
悩
み
』
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
『
木
幡
女
性
の
切
実
な
悩
み
を
解
決
す
る
シ
リ
ー
ズ
』
と
な
っ
て
お
り
、
〃
愛
の
悩
み
〃
は
結
婿
を
め
ぐ
っ
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
と
同
時
に
〃
未
婚
女
性
の
結
嫡
相
談
〃
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
中
心
的
な
話
題
が
あ
る
。
〃
悩
み
〃
の
一
例
を
み
る
と
、
こ
こ
で
は
結
婿
（
式
）
の
「
形
態
」
の
問
題
で
、
両
親
と
の
対
立
が
あ
り
、
新
し
い
形
式
で
の
結
婚
を
主
張
す
る
相
手
と
、
今
ま
で
の
形
に
固
執
す
る
両
親
と
の
摩
擦
と
い
っ
た
、
新
旧
世
代
対
立
の
典
型
的
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
対
立
者
は
、
相
談
者
自
身
で
は
な
く
、
自
分
の
相
手
と
両
親
の
間
の
衝
突
で
あ
り
、
た
と
え
そ
れ
が
、
結
婚
の
仕
方
（
形
態
）
の
問
題
で
あ
る
に
せ
よ
相
談
者
の
こ
の
問
題
へ
の
か
か
わ
り
は
、
対
立
者
に
ゲ
タ
を
あ
ず
け
た
ま
ま
右
往
左
往
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
六
六
年
と
い
う
年
代
を
ブ
ラ
イ
ン
ド
に
す
る
と
、
そ
の
中
味
は
、
も
っ
と
ふ
る
く
へ
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
に
み
え
る
。
身の上相談目立たしい形で週刊誌に「身の上相談」が笠場したのは、六六年からである。『わが愛の悩み』とい
う
タ
イ
ト
ル
で
の
連
載
物
で
あ
る
。
量
は
、
見
聞
き
四
ペ
ー
ジ
の
体
裁
を
と
っ
て
お
り
、
時
に
五
ペ
ー
ジ
に
増
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
新
川などの身の上相談に比べ、ボリュームが多いのが特徴である。内容も、一禰の物語になっており、かなり虚構性が
強
い
読
み
物
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
相
談
件
数
は
、
通
常
二
つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
か
こ
み
と
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
棚
の
幾
場
は
、
六
七
年
か
ら
の
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
柵
の
墹
加
に
見
合
っ
て
お
り
、
内
容
は
こ
れ
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
読
者
の
生
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
が
、
そ
れ
な
り
に
、
そ
の
時
期
に
み
あ
っ
た
悩
み
、
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
抽
出
年
を
変
更
し
た
。
対
象
と
し
た
ジ
ャ
ン
ル
は
、
「
身
の
上
相
談
」
「
結
婚
」
「
男
・
セ
ッ
ク
ス
」
「
女
・
生
き
方
」
「
作
法
・
マ
ナ
ー
」
「
皇
室
」
で
あ
る
。
「
芸
能
・
ゴ
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
ー
風
が
鹿
大
で
未
整
理
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
し
て
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
の
、
目
次
、
妃
事
タ
イ
ト
ル
（
見
出
し
）
、
小
見
出
し
に
つ
い
て
内
容
と
の
関
わ
り
で
比
較
検
討
する方法をとった。
いて興味ぶかい。
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六
六
年
で
は
、
結
幡
相
手
の
選
択
を
せ
ま
ら
れ
た
相
談
者
の
悩
み
と
、
結
婚
相
手
を
さ
が
し
て
い
る
女
性
の
悩
み
が
並
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
結
蛎
に
対
し
て
の
考
え
は
脈
前
提
に
あ
る
も
の
の
、
一
応
、
ｎ
分
が
〃
自
分
の
相
手
〃
を
さ
が
す
、
決
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
し
か
し
内
容
を
み
る
と
、
相
談
者
の
位
世
は
、
ｎ
分
や
相
手
が
誠
実
で
あ
る
と
い
う
所
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
一
歩
も
ふ
み
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
〃
ま
じ
め
に
〃
結
婚
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に
自
分
が
、
真
面
目
で
誠
実
で
あ
る
か
を
強
調
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
ま
た
、
自
分
の
机
手
の
判
断
の
規
準
に
す
る
。
い
わ
ば
、
人
間
評
価
の
抽
象
的
軸
が
強
調
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
人
絡
的
主
体
の
出
合
い
、
あ
る
い
は
対
立
が
切
り
お
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
川
談
者
の
〃
悩
み
〃
は
、
い
わ
ゆ
る
観
念
化
さ
れ
た
結
婚
の
理
想
像
へ
と
解
消
し
て
い
く
。
七
年
』』、Ｉ、広』０
う
〃
〃
ノ
ノ
エ
・
再
燃
し
た
職
た
ち
の
初
恋
…
で
も
、
彼
に
は
護
子
、
私
に
も
火
が
Ｉ
た
が
い
に
総
嚇
し
て
い
る
身
と
側
い
え
七
○
年
本
当
な
ら
彼
と
私
が
結
ば
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
私
も
彼
も
ま
ち
が
っ
た
結
峨
を
し
た
。
…
・
・
（
二
五
才
、
主
婦
）
。
新
し
い
結
蛎
式
を
主
張
す
る
彼
と
両
親
の
意
見
が
食
い
巡
っ
て
。
：
。
：
（
二
五
才
、
未
蛎
Ｏ
Ｌ
）
六
六
年
・叔父の経営する美人契茶で働くのを彼に反対されて・・：。・・・（一一二才、未学生）
團
号
心
身
の
上
相
談
・
全
く
対
照
的
な
一
一
人
の
男
性
に
愛
を
告
白
さ
れ
て
・
・
：
…
。
（
二
一
才
、
未
Ｏ
Ｌ
）
・
既
婚
者
に
は
可
愛
が
ら
れ
る
が
独
身
の
男
性
に
は
声
を
か
け
ら
れ
な
い
。
…
：
（
二
八
才
、
離
婚
あ
り
Ｏ
Ｌ
）
・
結
嬬
を
約
來
さ
れ
た
阿
惚
だ
け
と
、
炎
桃
に
だ
ら
し
な
い
彼
の
糸
勵
を
知
り
ｌ
同
繊
と
い
っ
て
も
、
親
に
も
認
め
ら
れ
た
私
た
ち
に
は
結
蛎
と
同
じ
だ
っ
た
。
で
も
彼
に
は
過
去
に
二
人
の
女
性
が
い
た
の
で
す
。
し
か
も
そ
の
一
人
と
は
、
い
ま
も
関
係
が
：
．
…
・
・
（
二
三
才
、
未
無
職
）
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七
○
年
で
は
、
二
人
の
愛
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
『
再
燃
し
た
私
た
ち
の
初
恋
．
．
：
』
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
初
恋
は
、
単
な
る
追
憶としてではなく、相談者とその相手の現在の出会いを中心に悩みが述べられている。そこで結婚は『私も彼も』
『まちがった』結婚であり、評価はマイナスである。しかし、結局のところ悩みは、『子ども』や、『夫』といった
障害の前で、今までの結婚生活とか家庭に吸収されていってしまう。一種の予定調和の世界であって、結婚から、結
婚
生
活
、
家
庭
生
活
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
夫
や
子
ど
も
と
の
関
係
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
前
提
と
し
て
あ
る
。
〃
悩
み
〃
の
視
点
は
『
突
然
出
会
っ
た
初
恋
の
人
』
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
に
あ
る
。
愛
と
み
え
た
も
の
が
、
結
婚
生
活
や
家
庭
へ
の
不
満
の
う
ら
が
え
し
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
も
つ
ま
る
所
、
相
談
者
の
人
格
を
か
け
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
せ
お
わ
な
け
れ
ば
ならない必然として以前目の前にある。
七
三
年
で
は
、
親
や
家
庭
が
対
立
物
に
な
っ
て
い
な
い
。
『
親
に
認
め
ら
れ
た
同
棲
』
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
『
結
婚
を
約
束
さ
れ
た
』
と
い
う
意
味
で
や
は
り
結
蛎
に
連
ら
な
る
が
、
相
手
と
の
出
会
い
を
気
に
し
て
い
る
。
結
婚
は
、
形
態
、
家
庭
や
親
か
ら
の
軋
櫟
か
ら
自
由
に
な
っ
た
も
の
の
、
『
親
に
認
め
ら
れ
た
』
同
棲
で
あ
り
、
そ
れ
は
”
結
嬬
”
を
前
提
に
し
た
了
解
で
あ
る
。
話
題
と
し
て
の
新
し
さ
と
は
別
に
、
こ
こ
で
も
〃
誠
実
〃
〃
貞
淑
〃
が
、
相
談
者
の
興
味
の
中
心
に
あ
る
。
形
は
か
わ
っ
て
も
、
そ
れ
以
前
の
相
談
の
紋
切
型
た
だ
し
、
七
○
年
、
七
三
年
と
、
『
わ
が
愛
の
悩
み
』
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
『
若
い
女
性
の
切
実
な
悩
み
を
解
決
す
る
シ
リ
ー
ズ
』
と
な
っ
て
お
り
、
未
婚
女
性
か
ら
、
若
い
女
性
へ
と
相
談
の
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
結
婚
相
談
だ
け
で
な
く
、
家
庭
生活やそれ以外での場での人間関係の障害へと悩みの対象は広がっていく。女性週刊誌の編集上の問題ということを
無視して考えても、この〃向には一つの意味があるかもしれない。
全
体
を
み
る
と
、
相
談
者
の
位
置
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
〃
結
婚
〃
が
ら
み
で
あ
る
と
い
う
軸
は
変
化
が
な
い
。
し
か
し
、
結
婚
の
手
続
や形態を問題にする段階から、自分にとっての〃結婚〃を思いめぐらすという方向に傾斜しつつある。それも、人格
の
切
り
む
す
び
や
、
自
分
の
生
活
を
規
定
す
る
社
会
的
情
況
か
ら
切
れ
た
形
で
、
き
わ
め
て
観
念
的
な
、
自
分
に
と
っ
て
だ
け
の
〃
安
定
〃
（
安
心
感
）
が
問
題
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
具
体
的
対
立
物
で
あ
っ
た
親
や
家
庭
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
悩
み
は
さ
と
は
別
に
、
こ
こ
一
が尾が引いている。
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結蛎記事戯は多くはないが、比較的各月迎続して救っている。通覧すると、六三年では『危い結蛎シリーズ』と
題
し
て
、
合
理
主
義
的
マ
イ
ホ
ー
ム
へ
の
警
告
が
、
六
四
年
で
は
、
『
仕
躯
水
位
よ
り
も
家
庭
中
心
で
．
・
・
・
』
と
称
し
て
、
心
豊
か
な
マ
イ
ホ
ー
ム
へ
の
す
す
め
を
、
七
一
一
年
で
は
『
結
婚
・
新
婚
問
題
点
シ
リ
ー
ズ
』
と
題
し
、
『
共
働
き
新
婿
さ
ん
・
・
・
・
』
の
弊
害
を
、
七
三
年
で
は
『
幸
福
な
結
婿
な
の
に
こ
ん
な
に
失
う
も
の
が
多
い
と
は
』
と
し
て
、
自
分
の
自
由
を
束
縛
す
る
も
の
と
し
て
の
結
蛎
が
載
っ
て
い
る
。
全
体
に
話
題
と
し
て
の
時
代
性
が
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
結
婚
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
形
態
、
手
続
が
と
く
に
六
二
年
、
三年にはみられ、七一一年では結婚生活の「技術論」が、七一一一年では私的「不満」がならんでいる。
六
三
、
四
年
で
提
出
さ
れ
て
い
る
総
嬬
生
鵬
の
「
形
態
・
手
続
」
は
、
｜
刀
で
『
結
蛎
設
計
の
合
難
工
蕊
」
ｌ
例
え
ば
『
、
地
に
住
み
：
：
オ
ー
ル
電
化
：
：
冷
暖
房
完
備
…
同
家
川
平
…
子
ど
も
の
た
め
の
ピ
ァ
ィ
…
』
な
ど
ｌ
の
行
き
す
ぎ
を
間
艤
に
し
『
合
理
的
花
嫁
修
業
の
結
末
は
』
と
し
て
『
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
夫
婦
の
人
品
生
藤
』
な
ど
と
否
定
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
『
お
料
哩
の
腕
を
ど
う
す
る
』
と
い
う
よ
う
に
、
と
く
に
女
性
の
家
蛎
と
い
う
役
削
の
再
認
識
を
せ
ま
る
。
他
方
、
六
三
年
の
マ
イ
ホ
ー
ム
志
向
の
結
蛎
の
例
で
は
、
『
反
対
で
す
。
右
向
け
右
の
亭
主
関
白
』
と
一
応
女
性
の
主
体
性
を
問
題
に
し
な
が
ら
も
『
女
性
の
個
性
を
球
砿
し
て
く
れ
な
が
ら
、
な
お
か
つ
男
性
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ
る
人
』
を
蛾
ん
で
い
る
。
『
合
剛
王
溌
』
も
だ
め
、
『
亭
主
関
白
』
も
だ
め
、
『
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
と
れ
る
。
：
男
性
』
の
た
め
に
『
お
料
剛
』
の
腕
を
つ
け
る
女
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
六
一
年
に
は
『
同
楼
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
み
え
る
。
話
題
と
し
て
の
目
新
し
さ
と
は
別
に
、
内
容
は
『
同
棲
は
ふ
え
て
き
た
』
『
失
敗
と
成
功
の
実
例
』
『
ま
だ
あ
る
家
と
家
と
の
結
蛎
』
な
ど
、
家
や
親
の
権
威
に
対
し
て
の
〃
同
棲
〃
の
評
価
は
あ
る
が
、
結
論
は
『
結
婚
と
い
う
タ
ガ
が
愛
情
を
さ
さ
え
る
』
『
法
律
上
は
女
性
に
不
利
』
と
い
う
よ
う
に
結
婚
に
行
き
つ
く
。
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
並
内
向
し
て
い
る
。
こ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
変
更
は
偶
然
に
せ
よ
、
今
日
的
状
況
を
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
や
は
り
社
会
的
な
風
潮
か
ら
す
る
と
、
そ
の
話
題
は
著
し
く
歩
調
が
狂
っ
て
い
る
。
六
○
年
代
前
半
で
の
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
や
、
後
半
で
の
核
家
族
化
、
期
待
さ
れ
る
人
間
像
、
七
○
年
代
に
入
っ
て
の
、
家
庭
の
崩
壊
が
風
俗
的
問
題
と
か
ら
ん
で
川
現
し
て
い
る
現
象
に
も
あ
ま
り
か
か
わ
ら
ず
、
親
や
家
庭
、
浮
気
の
問
題
と
い
っ
た
古
い
問
題
が
新
し
い
話
し
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
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置
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
の
側
面
を
〃
愛
情
〃
〃
結
婚
〃
と
い
う
紋
切
型
で
否
定
す
る
こ
と
で
、
結
局
、
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
ということを言う。
七
三
年
六
四
年
七
年
六一年・同楼のプラスとマイナス：．．新しい「結砺のあり刀」をめぐって：・・・同楼はふえてきた。失敗と
成
功
の
実
例
。
ま
だ
あ
る
家
と
家
と
の
結
蛎
式
・
反
対
論
と
賛
成
論
・
結
蛎
と
い
う
タ
ガ
が
愛
愉
を
さ
さ
え
る
。
法
六
三
年 弓Ｐ鷺Ｑ、
結
Ｊ
１
「
「
・
結
蛎
・
新
塒
問
題
点
シ
リ
ー
ズ
・
共
働
き
新
蛎
さ
ん
六
八
組
中
ト
ラ
ブ
ル
な
し
が
た
っ
た
五
組
と
は
。
家
事
・
金
銭
・
セ
ッ
ク
ス
ー
油
断
大
敵
共
働
き
っ
て
怠
外
と
む
ず
か
し
そ
う
で
す
。
セ
ッ
ク
ス
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
新
蛎
だ
け
に
ち
ょ
っ
と
深
刻
・
「
家
瓢
は
交
代
で
や
ろ
う
」
な
ん
て
カ
ッ
コ
い
い
約
束
は
し
た
け
れ
ど
・
結
婚
・
新
蛎
問
題
点
シ
リ
ー
ズ
・
妻
の
嫌
味
、
新
婚
亭
主
一
二
八
人
の
こ
の
意
外
な
告
白
・
新
婚
一
年
「
妻
に
不
満
な
し
」
は
た
っ
た
八
人
だ
け
。
危
い
結
幡
シ
リ
ー
ズ
・
合
理
主
義
ば
や
り
で
あ
る
。
結
蛎
も
そ
の
線
で
い
こ
う
。
高
い
土
地
を
買
っ
て
家
を
建
て
る
よ
り
は
、
合
理
的
に
で
き
て
い
る
団
地
に
住
み
、
オ
ー
ル
家
庭
電
化
は
い
わ
ず
も
が
な
。
寝
察
に
は
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
を
入
れ
、
多
少
ゆ
と
り
が
で
き
れ
ば
冷
暖
房
設
備
を
完
備
す
る
。
外
出
に
は
も
ち
ろ
ん
自
家
用
車
。
：
・
・
こ
れ
が
あ
な
た
の
合
理
的
結
婚
生
活
の
理
想
図
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・
・
：
そ
れ
が
実
現
す
る
の
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
条
件
つ
き
で
．
…
・
合
理
的
花
嫁
修
業
の
結
末
は
。
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
夫
婦
の
大
量
生
産
・
オ
ー
ル
電
庭
電
化
の
ゆ
う
う
つ・お料理の腕をどうする。『
・
現
代
の
結
蛎
・
反
対
で
す
ノ
〃
右
向
け
右
の
亭
主
関
白
〃
・
女
性
の
個
性
を
尊
重
し
て
く
れ
な
が
ら
な
お
か
つ
男
性
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
れ
る
人
－
仕
事
水
位
よ
り
も
家
庭
中
心
で
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
い
と
い
う
意
１
○
，
１
，
 
休
止
は
女
性
が
不
利
蛎
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そして七一一一年には、女性の発言として『幸編な結幡なのにこんなに失うものが多いとはノ・』『ミニスカートから棚
椹まで』自川が鰍われたと感じる。一児脳みは深刻ではあるが、変の、川璽失感の原因は『時間をもてあます生活に
と
ま
ど
い
』
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
結
蛎
生
活
・
家
庭
を
小
心
に
一
歩
も
ふ
み
出
な
い
。
『
失
う
も
の
』
は
独
身
生
活
に
比
較
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
一
向
に
眼
中
に
な
い
。
い
じ
懇
く
い
え
ば
、
『
幸
棉
な
結
蛎
』
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
も
は
き
、
おしゃれをし、眠りたいだけねむり、十分に小遣いを侍ち、姑や仙人のご機嫌もとらず、さらに時間ももてあまさない
充
実
し
た
結
婚
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
幸
棉
度
測
定
の
も
の
さ
し
に
、
夫
が
出
現
し
な
い
。
結
嬬
あ
る
い
は
結
婚
生
活
は
、
現
実
の
基
盤
か
ら
浮
き
あ
が
り
、
実
際
の
生
活
の
不
満
（
不
安
）
は
、
こ
こ
で
も
虚
構
化
し
て
い
る
。
向
け
て
の
技
術
論
な
の
で
あ
る
。
七二年では『油断大敵共働きって意外とむずかしそうです』とはいうものの『家事を交代でやろうなんてカッコい
い
約
束
は
し
た
け
れ
ど
』
と
な
り
、
女
性
を
家
事
に
追
い
や
り
な
が
ら
、
生
活
で
は
な
い
、
結
婚
と
い
う
一
般
論
を
展
開
す
る
。
そ
こ
で
は『家事』を中心にした女性の役割に、仕事をするということをつけ加えると、「本来」の夫婦バランスがくずれて
し
ま
う
と
い
う
。
た
だ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
「
セ
ッ
ク
ス
」
の
問
題
が
み
え
る
。
結
婚
生
活
が
、
理
念
や
一
般
論
か
ら
おりてきたとき、夫婦関係を支え、円滑にする重要なポイントとしてセックスが登場する。『家事・金銭・セックス』
と
い
う
続
き
具
合
は
金
銭
に
た
い
し
て
家
事
・
セ
ッ
ク
ス
が
対
立
物
と
し
現
わ
れ
、
共
働
き
の
力
点
を
金
銭
に
の
み
置
い
て
い
る
。
共
働
き
の
否
定
を
前
提
に
し
た
記
砺
内
容
は
、
『
セ
ッ
ク
ス
』
を
も
女
性
の
職
分
に
分
類
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
、
セ
ッ
ク
ス
は
男
に
で
し
た
ノ
．
嫉
妬
深
い
の
は
う
ん
ざ
り
だ
が
全
然
嫉
か
な
い
の
も
複
雑
な
心
境
・
お
化
粧
を
し
な
い
妻
を
持
っ
た
夫
：
：
さ
ん
の
こ
の
嘆
き
・
夫
肺
の
秘
密
を
得
意
気
で
し
ゃ
べ
る
妻
の
姿
に
夫
の
心
は
－
．
．
：
。
幸
編
な
結
幡
な
の
に
こ
ん
な
に
失
う
も
の
が
多
い
と
は
ノ
・
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
か
ら
朝
寝
ま
で
自
由
が
鰊
れ
土
と
感
じ
る
新
妻
が
訪
問
取
材
八
一
人
中
五
七
人
も
－
．
時
間
を
も
て
あ
ま
す
生
祈
に
と
ま
ど
い
・
小
適
い
が
な
く
な
り
買
物
に
頭
を
か
か
え
・
姑
の
ご
機
嫌
と
り
に
も
時
間
を
と
ら
れ
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一〃男性の不満は、『嫉妬深いのはうんざりだが嫉かないのは．・・・』『お化粧をしない妻をもった男の嘆き』など
夫
は
家
庭
を
〃
慰
安
の
場
〃
に
、
そ
こ
で
の
要
の
役
割
は
一
種
の
緩
衝
剤
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
要
の
不
満
は
、
こ
の
夫
の
不
満
に
直
接関わってこない。もっと私的で非現実的な感じさえある。その意味で、夫との関りの中での要の役判・をいうまでも
な
く
認
め
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
「粘蛎」紀瓢を時系列に迫ってみると、ある愈味では社会的怖況、風俗的表胴に対応しているように読めるが、結蛎
の
現
実
的
於
礎
か
ら
は
遠
の
く
。
六
○
年
代
前
半
で
の
商
度
経
済
成
長
は
、
結
蛎
や
家
庭
に
対
し
て
蝋
か
で
合
班
的
な
家
づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り
と
い
っ
た
、
物
心
両
面
で
の
プ
ラ
ス
の
日
立
幻
想
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
崩
壊
す
る
過
腿
で
、
生
活
上
の
不
安
・
不
満
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
が
で
て
く
る
と
「
夫
婦
間
の
つ
き
合
い
術
」
と
い
っ
た
技
術
論
が
展
開
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
七
二
年
で
の
共
働
き
の
問
題
は
六
○
年
代
後
半
か
ら
七
○
年
に
か
け
て
の
経
済
的
退
潮
期
に
あ
っ
て
は
、
共
か
せ
ぎ
と
い
う
い
い
方
が
一
般
的
で
、
と
く
に
家
庭
経
済
の
、
、
、
補
て
ん
と
い
う
意
味
で
の
共
か
せ
ぎ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
赴
く
か
せ
ぎ
か
ら
共
働
き
へ
の
移
行
は
、
一
方
で
は
、
夫
婦
の
経
済
的
自
立
、
両
性
の
社
会
的
広
が
り
を
自
覚
す
る
方
向
で
い
い
換
え
ら
れ
た
積
極
的
側
面
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
の
記
事
あ
つ
か
い
は
単
に
こ
と
ば
が
替
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
、
七
○
年
に
入
り
、
共
か
せ
ぎ
と
い
う
意
味
で
の
共
働
き
で
す
ら
そ
の
現
実
的
必
要
性
は
切
実
に
な
っ
てきているにもかかわらず、それを否定することで、結婚の今日的な理念を強調する傾向すら見える。ことにきて共
働
き
と
い
う
対
象
は
、
結
嬬
を
説
明
す
る
た
め
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
〃
語
〃
に
な
っ
て
い
る
。
内
職
が
パ
ー
ト
と
言
い
か
え
ら
れ
た
よ
う
に
。
だ
が
そ
れ
以
上
に
、
結
嫡
そ
し
て
そ
の
内
容
そ
の
も
の
が
シ
ン
ポ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
。
七
三
年
で
の
女
性
の
悩
み
は
、
対
人
的
火
相が見えない。給附をいうまでもない前提としたとしても、結硲の理想像・一般論すらもかくれている。六○年代で
みられたように、結婿の価値紬をめぐっての対立や同調、あるいは剛想は中心からはずれ、私的不満（不安）が伽前
提
に
現
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
夫
婦
間
の
つ
き
あ
い
術
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
夫
婦
関
係
を
意
味
づ
け
る
と
い
う
風
な
も
の
で
は
な
く
、
不
満
の
う
ら
が
え
し
と
し
て
の
く
６
を
つ
か
む
よ
う
な
期
待
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
男
・
セ
ッ
ク
ス
六
三
・
六
四
年
で
は
、
『
男
性
の
み
せ
か
け
に
強
く
な
る
術
』
『
性
に
関
す
る
五
○
の
こ
と
ば
を
あ
な
た
に
』
な
ど
Hosei University Repository
5２ 
女・生き方記事が少ないが、との項は、次の二つの女性のタイプを、年代にかかわりなく出現させている。自立
型
・
・
：
女
で
あ
り
な
が
ら
独
力
で
財
を
な
す
と
い
っ
た
出
世
物
語
。
例
え
ば
『
女
の
旅
路
・
…
人
わ
れ
を
億
万
長
者
と
呼
ぶ
』
（
六
三
年
）
『
一
六
才
で
上
京
、
株
で
も
う
け
た
金
を
元
手
に
、
年
収
〃
億
円
の
子
迦
れ
女
社
長
の
金
儲
け
』
（
六
八
年
）
な
ど
で
、
い
わ
ば
男
ま
さ
り
な
女
性
像
で
あ
る
。
次
い
で
献
身
狐
：
：
社
会
奉
仕
や
男
に
つ
く
す
女
性
の
形
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
を
つ
な
げ
て
み
る
と
、
忍耐づよくひたむきであり、かつ強くたくましいという一つの女性像が浮かびあがってくる。
異
性
と
し
て
の
男
の
観
察
術
や
性
知
識
に
関
す
る
記
事
が
多
い
。
ま
た
、
性
Ｉ
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
六
八
年
頃
か
ら
、
『
あ
げ
て
よ
か
っ
た
」
『
男
性
ヌ
ー
ド
観
賞
グ
ル
ー
プ
の
女
性
た
ち
』
な
ど
ゴ
シ
ッ
プ
め
い
た
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
全
般
に
は
、
セ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
し
た
紀
瓢
は
意
外
に
少
な
く
、
七
○
年
代
の
ポ
ル
ノ
な
ど
の
性
風
俗
の
波
は
見
ら
れ
な
い
。
六
八年のセックス紀靭でも、内容をみると、「愛」とか「生き方」を問題にし、それを強調しているのが特徴的である。
こ
の
い
わ
ゆ
る
セ
ッ
ク
ス
の
あ
つ
か
い
は
、
六
八
年
に
壷
場
し
た
側
川
の
内
容
に
近
い
。
一
見
少
女
向
劇
阿
で
あ
る
が
、
一
つ
の
恋
愛
側
の
中
に
セ
ッ
ク
ス
描
写
を
挿
入
し
て
展
開
し
て
お
り
、
女
性
週
刊
誌
の
中
で
は
目
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
記
邪
は
「
身
の
上
相
談
」
や
「
作
法
・
マ
ナ
ー
」
（
男
性
と
の
つ
き
合
い
術
も
含
む
）
や
「
ゴ
シ
ッ
プ
」
に
分
類
し
て
も
い
い
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
作法・マナーこの項目はみるべきものが少ない。年による変遷がみられず、一貫して『一人で美しくきものを着
る
』
（
六
一
年
）
か
ら
『
意
外
に
や
さ
し
い
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
』
（
七
○
年
）
な
ど
が
交
互
に
出
現
す
る
。
七
三
年
で
は
、
六
一
年
の
タ
イ
ト
ル
と
同
じ
記
事
内
容
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
項
で
は
、
職
場
や
友
人
関
係
で
の
対
人
関
係
に
つ
い
て
の
記
霧
を
予
想
し
た
の
だ
が
六
六
年
に
一
列
『
一
等
Ｂ
Ｇ
短
期
完
成
コ
ー
ス
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
み
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
皇
室
女
性
を
あ
つ
か
っ
た
記
事
は
、
全
般
に
「
結
婚
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
は
い
る
も
の
の
、
家
族
や
育
児
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
問
題にしていない。唯一「皇室」記瓢がその欠けた部分をおぎなう形になっている。六四年『常陸宮の結贈』特集から
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女
性
週
刊
誌
の
あ
り
方
は
、
丘
・
質
と
も
に
形
を
か
え
て
き
て
い
る
。
と
く
に
あ
つ
か
わ
れ
る
女
性
像
の
展
開
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
重
屑
的
な
相
貌
を
み
せ
て
い
る
。
そ
の
個
々
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
各
項
で
肌
ら
か
に
し
て
き
た
つ
も
り
な
の
で
、
こ
こ
で
は
く
り
か
え
さ
な
い
が
、
お
わ
り
に
全
体
を
通
し
て
の
共
通
項
を
再
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
本
研
究
の
対
象
で
あ
る
女
性
週
刊
誌
の
最
も
大
き
な
柱
の
一
つ
は
、
「
結
嬬
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
結
蛎
も
、
現
実
的
、
社
会
的
埜
盤
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
、
ま
た
人
絡
を
か
け
た
関
係
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
い
。
い
わ
ば
そ
れ
ら
の
川
度
を
切
り
落
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
、
ど
う
ど
う
め
ぐ
り
－
手
続
き
、
形
式
、
閉
ざ
さ
れ
た
関
係
の
巾
で
の
「
つ
き
あ
い
術
」
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
仙
況
と
の
関
わ
り
が
希
苅
で
あ
るというのは、例えば、六○年前半では「媒し」の項Ⅱに、「物価」とか「不況」などといった問題がみられたが
七
○
年
代
不
況
期
の
「
拝
し
む
き
」
に
出
合
っ
た
内
容
が
み
え
な
い
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
、
読
者
を
と
り
か
こ
む
変
劫
す
る
大
き
な
幹
に
は
鈍
感
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
風
俗
現
象
を
仙
に
な
ぜ
て
い
く
よ
う
な
記
瓢
あ
つ
か
い
に
し
て
も
、
内
容
の
貧
弱
さ
く
り
返
し
は
、
叙
述
方
法
の
新
奇
性
に
隠
さ
れ
、
今
日
的
新
し
さ
と
し
て
錯
覚
す
る
こ
と
に
な
る
。
十
凶
年
間
意
外
と
停
滞
し
た
「
女
性
像
」
を
提
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
粘
蛎
」
へ
の
傾
斜
が
、
槻
念
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
対
象
が
不
川
瞭
で
、
非
人
柵
化
し
て
い
く
傾
向
に
、
あ
る
変
化
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
た
だ
、
そ
れ
を
跡
づ
け
る
に
は
材
料
不
足
で
あ
記
靭
は
子
ど
も
に
移
行
す
る
。
六
五
年
『
浴
宮
さ
ま
は
い
っ
し
ょ
に
遊
べ
る
弟
芯
を
お
望
み
』
『
ナ
ル
ち
ゃ
ん
し
つ
か
り
ノ
・
皇
太
子
さ
ま
炎
御
子
さ
ま
も
楽
し
い
応
援
』
。
六
六
年
『
マ
マ
に
そ
っ
く
り
な
礼
宮
さ
ま
、
も
う
マ
マ
が
分
か
る
．
．
：
ア
ー
ャ
ち
や
ま
い
つ
と
き
も
そ
ば
を
離
れ
ぬ
浴
宮
さ
ま
』
。
七
○
年
ま
で
の
妃
瓢
は
、
慰
峯
で
の
子
ど
も
の
話
題
、
そ
し
て
家
族
の
話
題
が
続
く
。
と
く
に
、
六
○
年
前
半
の
「
女
性
鎚
班
」
で
、
プ
ラ
ス
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
家
庭
の
イ
メ
ー
ジ
が
崩
壊
し
て
い
く
巾
で
「
皇
察
」
紀
瓢
は
、
一
質
し
て
、
Ⅲ
か
る
い
家
庭
像
、
育
児
像
（
教
育
像
）
を
拙
く
・
六
三
年
「
人
づ
く
り
政
雄
」
、
六
六
年
「
期
待
さ
れ
る
人
間
像
」
と
続
く
、
教
育
行
政
の
筋
み
ち
に
、
非
常
に
み
ご
と
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
几
慨
ＩＩｌｉ 
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※
前
回
の
調
査
「
女
性
観
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
第
四
一
川
応
川
心
理
学
会
に
発
表
し
た
も
の
で
、
く
わ
し
く
数
字
を
あ
げ
て
展
開
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
レ
ジ
ュ
メ
が
手
許
に
あ
る
。
ま
た
今
凹
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
ま
ま
千
つ
か
づ
に
の
こ
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
。
と
く
に
、
内
容
分
析
に
つ
い
て
は
文
中
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
今
後
さ
ら
に
細
か
い
分
析
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ
し
、
他
誌
に
つ
い
て
の
比
較
も
試
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
前
回
、
今
回
と
も
調
査
研
究
の
主
体
は
、
心
理
学
実
験
室
メ
ン
バ
ー
、
心
理
学
研
究
所
、
学
生
サ
ー
ク
ル
心
Ⅲ
学
研
究
会
の
共
同
に
よ
っ
て
い
る
。
ろ
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
十
四
年
間
の
経
過
は
、
「
結
婚
」
が
女
性
に
と
っ
て
、
無
条
件
に
行
き
着
く
場
所
で
あ
る
こ
と
の
く
り
返
し
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
「
結
蛎
」
と
い
う
も
の
を
無
条
件
的
に
女
性
の
行
き
満
く
場
所
と
み
る
そ
の
視
点
は
、
女
性
自
身
の
迎
命
が
結
婚
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
は
男
性
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
非
主
体
的
な
観
念
に
文
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
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